
　昨年栃木県建設業協会では、創立100年を迎えさ
まざまな記念事業を行ってきました。その事業の
一環として、新ロゴマーク付き作業着・ビブスを
リニューアルいたしました。ユニフォームは新ロゴ
マーク「TXC」の「新しい時代に対応していくために
郷土や伝統を大切にしながら、私たち自身を変えて
いく・超えていく」をコンセプトに背中に大きく表し
たデザインになっております。カラーは作業服全体
を落ち着いた色味のネイビーとし、ロゴマーク部分
を目立たせるべく背景を白にしました。

　 素 材 は 特
殊構造のスト
レッチ加工糸
を使用した肌
に優しい裏綿
素材、制電裏
綿ストレッチ
ツイルで作成
され快適な着
心地です。こ
のユニフォー
ム は 台 風 や
豪雨、地震等
の自然災害発

生時における緊急対応や応急・復旧活動時、「愛リ
バー」「愛ロード」などの社会貢献活動で利用いた
だくことを目的としております。

（業務部　篠﨑有里）

　当協会の山根前副会長（三興工業株式会社代表取
締役会長）が令和６年秋の叙勲において、建設業振
興功労により、旭日双光章を受章されました。
　栄えある旭日双光章ご受章を祝し、謹んでお慶び
を申しあげます。
　山根前副会長は、昭和22年３月生まれで、足利市
在住であります。昭和45年２月、三興工業株式会社
の取締役に就任し、何事にも真摯に取り組み、多数
の工事現場を経験し優れた実績を残されました。
　昭和50年４月に同社の代表取締役社長に就任以降
も、平成22年10月栃木労働局長表彰、28年７月には
建設事業関係功労者として栃木県知事表彰、令和元
年７月に国土交通大臣表彰などを多数受賞されまし
た。
　平成30年９月には代表取締役会長となられ、引き
続き社の発展のため後進の指導にあたり現在に至っ
ています。
　本会では、平成22年に当会常任理事に就任され、
平成30年からは常任理事兼副会長として、令和２年
からは副会長、更には栃木県土木施工管理技士会会
長として、土木技術者の技術力・社会的地位の向上
を目的に、関係機関等と意見交換を重ねる等、昨年
５月までの長きに渡り建設業界及び地域社会の発展
に尽力されました。
　今後はお体を大切になされまして、後進へのご指
導ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願いいたしま
す。

ユニフォームをリニューアル‼山根良信前副会長が
旭日双光章を受章
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　　　　　第３回「建 FES GO ！」が開催されました

　栃木県建設業協会青年経営者連合会は、令和６年10月19日に３回目となる建設業体験型イベント「建 FES 
GO！」を宇都宮市道場宿緑地公園にて開催いたしました。
　本イベントの目的は、喫緊の課題である担い手確保の観点から、未来を担う子供たちに建設の仕事体験を通し
て建設業の楽しさやかっこよさ、対価をもらう喜びを体感してもらうことと、最先端の技術や機械を見たり触れ
たりしていただき、建設業界のイメージアップを図ることを目的として今年度も実施させていただきました。
　今年度も親会をはじめ、国土交通省下館河川事務所様、栃木県様、とちぎ建設技術センター様、CCIとちぎ様、
各メーカー企業様から多大なるご支援・ご協力をいただきました。さらには今年から県内の工業高校６校にも参
加していただき、前回よりも魅力あるイベントが開催できたことに、この場をお借りいたしまして厚く御礼申し
上げます。
　当日は、会場を３つのエリア(体験して楽しい・触れて学べて楽しい・見て楽しい)に分けて約5,000名の方に
来場していただき、職業体験のほか、親子参加型のイベントステージや、大道芸・バルーンアート、展示ブー
ス等で楽しんでいただき、多くのお子さんたちの笑顔を見ることができました。この笑顔がイベント成功を物
語っていると思います。
　また、来場者へのアンケートでは、建設業へのイメージは？という質問に約９割以上の方に「良い印象」、
「良い印象に変わった」と回答いただき、イベントを継続して開催してほしいという回答も９割以上の方から
いただきました。
　このような結果を振り返りますと、継続してイメージアップを図っていくことが未来の担い手確保につなが
るのではないかと強く感じることができました。
　また、３回目ではありますが業界の若手が総力を挙げて取り組んだことで、会員相互の一体感をより一層増
すことができたとも思います。
　このイベントを通じて、多くの親御さんや子供たちから建設業に対する理解が得られるとともに、一人でも
多くの子供たちに建設業界を目指していただけることを願っております。

（青経連社会貢献活動推進委員長　㈱谷黒組　谷黒宗重）
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　令和６年10月11日、栃木県建設業協会鹿沼支部員
にて愛ロードとちぎ・クリーンアップ作戦を行いま
した。今回の愛ロードは往復約3.0㎞を２班に分かれ
て作業を行いました。鹿沼市では10月12日、13日と
秋祭りが開催されるため、今回のクリーンアップ作
戦は、秋祭りへ参加する市民のみなさんや一般観光
客の方々に安全に楽しんでいただけるように、また
鹿沼に良いイメージを持っていただけるように清掃
活動、安全点検を行いました。特に、鹿沼秋まつり
は国の重要無形民俗文化財に指定されている「鹿沼
今宮神社祭の屋台行事」として、平成28年11月30日
にユネスコ無形文化遺産 「山・鉾・屋台行事」 へ
の登録が行われたことで、近年ではさらなる盛り上
がりを見せています。また今回、鹿沼支部では広報
委員会にて、のぼり旗を作成したため、「以前のク
リーンアップ作戦に比べ、通行車の方々からの注目
度が高くなっている感じがする」という声が多く上
がりました。

（五月女建設㈱　五月女紀士）

愛ロードとちぎを実施

【鹿沼支部】

子どもたちと建設機械とのふれあい
～宇都宮城址まつりで搭乗ブース～

【宇都宮支部】

　宇都宮建設業青年の会（津野田哲会長）は令和６
年10月20日に宇都宮城址公園で開催された宇都宮城
址まつり（よみがえれ！宇都宮城）に、子どもたち
と建設機械のふれあいを目的とした搭乗ブースを出
展しました。ブースでは約200名の子どもたちがバッ
クホウ、ミニショベル、コンバインドローラーに実
際に乗り込み、建設機械の運転を体験しました。参
加した子どもたちは、笑顔で運転したり、驚嘆の声
をあげたりと大変好評で、複数回体験を繰り返す方
もいらっしゃいました。また、自作のYouTubeの動
画画面やInstagramの投稿画面を模したパネルで記念
写真を撮るお子さんもたくさん見受けられました。

　宇都宮建設業青年の会の津野田会長は「子どもた
ちが建設機械にふれあうことで、建設業に興味を
持ってもらえるきっかけになれば幸い」と、このイ
ベントが将来の建設技術者の確保につながることに
期待を寄せていました。

（岩原産業㈱　岩原正樹）
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とちぎ子どもの未来創造大学
『災害発生！その時、建設業は…⁈』～指令室から災害現場へ～

【日光支部】

　令和６年10月５日、旧日光市立野口小学校にて
『災害発生！その時、建設業は…⁈』～指令室から
災害現場へ～を開催しました。
　当日は悪天候だったこともあり、当初参加予定は
19名でしたが、日光市を中心に小学校４年生～中学
校３年生までの13名の参加で実施することができま
した。前半は座学にて建設業とは何かを、水害や雪
害など日光市において身近に存在する災害を題材に
用いて理解を深め学んでいただきました。後半の重
機搭乗体験等では、ドローンを操作していち早く災
害箇所の確認作業を行う。災害発生箇所に入り、実

際にバックホウにて流
出した木を除去する。
または、高所作業車に
乗って被災建物などの
外観確認を行うなどの
実体験をしていただき
ました。
　真剣に座学を受け、
質問も多く出ており最
後まで非常に活気のあ
る事業となりました。
　日光支部では今後も
担い手確保につながる
事業を継続していこう

という機運を高める良い機会となり、県関係者の皆
さまには心より感謝申し上げます。

（㈱山田組　山田　孝）

「旧芳賀建設会館」を使った
消防・救助訓練

【芳賀支部】

　芳賀支部は、「地域の安全・安心を守る」との理
念に基づき、新会館建設に伴い取り壊される「旧芳
賀建設会館」を、芳賀地区消防本部が実施する「実
際の建物での火災及び震災対応訓練」に提供しまし
た。
　芳賀郡１市４町の消防・救助隊約50名が参加する
大規模な訓練で、８月11、12、17、18日の４日間、
煙を建物内に充満させた中での消火活動、建物外部
からの捜索活動、狭い空間からの救出活動など、普
段とは違うより実際の災害・火災現場に近い臨場感
あふれる実践的訓練が行われました。

　 参 加 し た
隊 員 か ら
は 、 「 実 際
の 建 物 を 使
用 し た 訓 練
は 、 な か な
か で き る も

のではなく、非常に貴重な経験となった」との感謝
の声をいただきました。
　今回の訓練による隊員の技術力向上は、地域住民
の安全・安心にもつながり、会館の提供により「地
域の守り手」としての芳賀支部の役割を十分に果た
すことができました。
　こうして、「旧芳賀建設会館」は最期まで地域の
防災力向上に貢献し、47年間の幕を閉じました。長
い間、大変お世話になりました。

（大関建設㈱　大関好男）

建設業とは？

バックホウで流木撤去

ドローンで体験

高所作業車で目視確認
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「建設機械搭乗体験」
総合学習支援活動

【塩谷支部】

　晴天に恵まれた令和６年12月３日、塩谷支部建青
会は高根沢地区初の総合学習支援活動を高根沢町立
中央小学校において実施しました。会員企業から30
人が参加し、全校児童138人を対象に重機・高所作
業車の操作や搭乗体験などを行いました。
　会員による指導・保護の下、バックホウ、タイヤ
ローラー、高所作業車による搭乗体験を行い、ミニ
バックホウでは砂場で砂を取る操作を体験してもら
い、振動ローラーでは「建 FES GO！」でも実施した
缶つぶしを体験してもらいました。３台のドローン
操作撮影にも興味津々でした。

　普段は触
れることの
できない建
設機械に触
られ、子供
たちも楽し
く学んでい
ました。建
設業は皆さ
んが生活す

るために必要なものや便利な暮らしができるものをつ
くる仕事だと児童に説明しました。
　総合学習支援活動を通じて建設業の役割、魅力、
建設機械への興味を少しでも感じてもらい、将来建
設業の仕事を一緒にやってみたいと思ってくれるこ
とを願っています。

（友建工業㈱　小菅秀樹）

塩谷支部建青会　高根沢町立中央小学校

高所作業車での搭乗体験

　令和６年11月５日および11月19日、下都賀支部建
友会にて若年者建設業担い手育成支援事業（高校出
前講座）を行いました。対象になった高校は小山北桜
高校建築システム科と栃木農業高校環境デザイン科
の１・２年生の生徒で、建友会会員が講師を務めまし

た。建設業がものを作
るだけではなく災害対
応などで社会貢献して
いること、現場監督が
行っている業務内容、
今現在、建設業界が取
り組んでいる内容（女
性活躍、ICTやBIM等の
活用）をスライド映像
や動画を活用しながら
分かりやすく解説しま
した。その後、複数の
班に分かれ座談会を行
いました。
　生徒からの給料・
休暇等の具体的内容

や講座内容、その他様々な疑問・質問に会員が回答
する形式で進行し、盛り上がりを見せていました。
短時間でしたが今回の出前講座を通じて建設業に対
する楽しさや魅力が伝わり、今後の職業選択に活か
していただければ幸いです。

（㈲藤沼建設　藤沼大輔）

小山北桜高、栃木農業高に出前講座
～建設業の魅力を発信～

【下都賀支部】

小山北桜高校建築システム科

小山北桜高

栃農高

栃農高
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とちぎ子どもの未来創造大学

【那須支部】

　令和６年10月26日に県北建設会館にて「とちぎ子
どもの未来創造大学」を開催しました。
　昨年に続いての開催となり、小中学生12名の子ども
たちが「ミニコンクリート製品づくり」「ICT建機操
作」「ドローン操縦」を体験しました。この体験を通
して建設業の役割と魅力を発信し、担い手を確保する

こと を目的 にし
ております。
　「ミニコンク
リート製品づく
り」では練り混
ぜに悪戦苦闘を
しながらも会員
の補助を受けな
がら、型枠に流
し込むことがで
きました。
　 また 、会 場 を

移しての「ICT建機操作」「ドローン操縦」体験で
は、当初は戸惑いがありましたが、徐々に操作に慣れ
てもっと時間がほしいとの声もあり、一連の体験を通
じて建設業の魅力を発信できたと感じております。
　開催に当たり県関係機関、協会本部、また広報委
員会、総務企画委員会委員の皆様並びに建設機械を
ご提供いただきました企業様にあらためまして感謝
申し上げます。

（㈱舘林工業　舘林貴之）

ICT 建機操作

令和６年度 合同情報伝達訓練

【烏山支部】

　令和６年６月５日に「大規模災害時における公共
土木施設の復旧体制に関する連携会議」に係る合同
情報伝達訓練が、栃木県庁と関係機関によりリモー
ト形式で実施されました。
　那須烏山市を震源とし、震度７の地震発生による３
ケースの災害事象を想定、①橋梁段差発生による通
行規制実施に関する伝達訓練、②河道埋塞の発生に
おける河道確保に関する伝達訓練、③斜面崩壊の発
生による要配慮者利用施設の孤立解消に関する伝達
訓練、以上３ケースが同時進行的に実施されました。

　烏山支部では①②
において、関係機関
との情報伝達のやり
取りを実施、特に②
の河道埋塞の発生箇
所 で は 、 一 級 河 川
荒 川 の 状 況 確 認 の
ためドローンによる
上空からのリアルタ
イムでの現地撮影、
Teamsによる映像配

信・情報共有をスムースに行うことができました。
　Web方式による、国土交通省、防衛省、栃木県の
関係機関との訓練は、災害発生時に重要となる情報
の共有、日常業務におけるDX化・デジタル化の必要
性を再認識する機会となりました。

（㈱荒川建設　中山靖之）

ドローンによる現地確認　一級河川荒川　那須烏山市高瀬

ミニコンクリート製品づくり

ドローン操作
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ありがとう中橋！

【足利支部】

総合学習支援活動

【安蘇支部】

　建設から88年にわたり足利市の発展を支えてきた
中橋に感謝を伝えるイベント「ありがとう中橋！～
いよいよ生まれ変わる中橋～」が令和６年10月14
日、国・県・市の主催で開催され、足利支部も共催
団体として参加しました。

　当日は、親子連
れをはじめ約４千
名 も の 方 々 が 集
まり、中橋の路面
に 感 謝 の 言 葉 を
描 く お 絵 描 き 用
のチョークが開始
3 0 分 で 足りなく
な る ほ ど の 賑 わ
いを見せました。
我 々 も 高 所 作 業
車やミニバックホ
ウ の 搭 乗 体 験 を

行い、特に、地上15メートルから中橋の三連アーチを
見下ろす高所作業車では、最大３時間待ちの行列がで
きるほどの大人気で、我々にとっても、大変有意義な
時間を過ごすことができました。
　今回のイベントを通して、改めて中橋がたくさん
の市民に愛されていることを実感するとともに、
我々も微力ながら、この中橋の架け替え事業にでき
る限りの貢献をしていきたいと考えたところです。

（三興工業㈱　山根良樹）

　安蘇支部では佐野市立多田小学校の児童を対象
に、建設業の魅力を伝える総合学習支援活動を実施
しました。活動内容は、紙芝居「台風が来るぞ」の
読み聞かせ、バックホウ体験、高所作業車体験の３
つです。
　まず、紙芝居を通じて災害時において建設業者が
どのような活動を行うか学んでいただきました。分
かりやすく建設業の役割を伝えることができたと思
います。次にバックホウ体験では実際に機械を操作
し、建設現場での力強い作業を体感してもらいまし
た。子どもたちは機械の操作に興味津々で参加して

くれまし
た。高所
作業車体
験では、
普段は見
ることが
できない
自分たち
の街並み

を空中から見ることができ、嬉々としていました。
子どもたちは普段は見ることのできない視点から新
たな発見をし、建設業に対する理解が深まったこと
と思います。これらの体験を通じて子どもたちは建
設業に興味を持ち、未来の職業選択の幅が広がった
ことと思います。

（岡田土建㈱　石澤洋幸）

バックホウ操作体験

高所作業車乗車体験
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